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（１）エリア別計画の目的 
紫野学区は、市街地の成り立ちや基盤整備の状況などによって、市街地の特性や防災上の

課題が異なります。 
大きくは、自然発生的に市街化が進んだエリアと土地区画整理事業が行われたエリア、船

岡山周辺のエリアに分けられ、さらに、土地区画整理事業が行われたエリアについては、そ
の後の市街地形成の過程により、幹線道路沿道のエリアや路地・木造家屋が密集するエリア
など、いくつかのエリアに分けられます。 

防災まちづくりの目標では、学区全体を見据えた中での基本的な方針や具体的な取組の例
を示していますが、エリア別計画では、町内ごとに実施した防災まちあるきの結果や意見交
換会での住民の皆さんのご意見等も踏まえて、それぞれの市街地特性や課題に応じた取組を
示しています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

① 幹線道路沿い ⑥ 北大路通～鞍馬口通 

② マンション ⑦ 鞍馬口通沿い 

③ 北大路通北側 ⑧ 鞍馬口通の背後地 

④ 堀川通東側 ⑨ 紫明通南側 

⑤ 堀川通西側 ⑩ 船岡山周辺 
 
 

４．エリア別計画 



幅員 4.0ｍ以上の道
幅員 1.8ｍ以上 4.0ｍ未満の道
幅員 1.8ｍ未満の道
学区内の防災上主要な道
袋路（突き当りが建物）
袋路（突き当りが塀・柵等）
袋路（突き当りが扉）

凡　例
避難所
地域集合場所
防火水槽
消火栓
公園
公共施設
寺社
町界

今宮大徳寺町

西野西町西部
西野西町東部

上東野町

上築山北町

東舟岡北町 築山西町 築山北町 雲林院南町
西御所田町 御所田東町

新所田東町

東御所田町

宮御所田町

中宮町

宮東町

中宮町

パ
ー
ク
シ
テ
ィ
北
大
路

新所田公町

コスモ紫野

エリア計画図（①幹線道路沿い，②マンション）

紫野小学校

京都教育大学附属
京都小学校

北大路通

鞍馬口通

北大
路通

船岡北通

紫明通

京都福祉
サービス協会

堀
川
通

智
恵
光
院
通

大
徳
寺
通

大
宮
通

猪
熊
通

今
宮
門
前
通

船
岡
東
通

防災委員会を立ち上げ、
防災対策や災害時の対応
方法等の検討に着手

【エリア全体の取組（①幹線道路沿い）】
●災害時の緊急輸送路としての機能を確保する
　ため、沿道の建物の耐震化・不燃化を促進
●空き家の適正管理・利活用等に地域が連携し
　て取り組む

公益社

古い木造家屋や
空き家が多い

地域集合場所の看板が
設置されていない

図面中の吹き出しは、防災まちるき・意見交換会でいただいた主なご意見やアイデア

マンション住民全員は
小学校に収容できない

建物が丈夫で敷地が広い
ため、マンション独自に
災害時の対応をした方が
よいのでは

地域集合場所の看板が
設置されていない

島津製作所は自主防災会と
災害時の協力協定を締結済
（利用対象は近隣の町内会）

袋路入口の建物が
倒壊すると避難が
できない

幹線道路から学区内への緊急車両の
進入経路となる交差点部の安全性の
確保（建物の耐震化・不燃化、隅切
りの確保等）

大規模な事業所と地域との
災害時の協力協定の締結
（一時避難、物資調達等）

島津製作所

【エリア全体の取組（②マンション）】
●マンション内でのコミュニケーションづくり
●マンションどうしが交流し、情報を交換しながら、
　マンション固有の課題に対応した防災対策を推進
●新しいマンション等に対して、町内会への加入の
　働き掛け

■マンションの強み＝耐震性
■マンション固有の課題＝停電
・エレベーター内への閉じ込め
・エレベーターが使えないことにより高齢者が
　外出できない
・揚水ポンプが使えないことによる水不足

【コスモ紫野で行っている防災対策】
●エレベーター内に防災キャビネットを設置
　（水、食料、簡易トイレ）
　→普段は高齢者の腰掛として好評
●非常階段の最上階に階段避難器具を設置
●集会所に 450 本の水を確保（３本／人）
●掲示板に、防災あんしんマップ、緊急連絡網、
　地域集合場所の案内を掲示

防災キャビネット 防災キャビネットの中身

エレベーター前掲示板階段避難器具

コスモ紫野では、
独自に防災対策を
行っている
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幅員 4.0ｍ以上の道
幅員 1.8ｍ以上 4.0ｍ未満の道
幅員 1.8ｍ未満の道
防災の軸となる幹線道路
学区内の防災上主要な道
袋路（突き当りが建物）
袋路（突き当りが塀・柵等）
袋路（突き当りが扉）
避難所
地域集合場所
防火水槽
消火栓
公園
公共施設
寺社
町界

凡　例

エリア計画図（③北大路通北側）

今宮大徳寺町

上東野町

上築山北町

紫野小学校

紫野高校

大光院

大慈院
黄梅院

龍源院
瑞峯院

養徳院

龍光院

玉林院

高桐院

原整形
外科医院

北大路通

船岡北通

京都福祉
サービス協会

智
恵
光
院
通

大
徳
寺
通

今
宮
門
前
通

船
岡
東
通

路地奥に避難用扉を
設置して、お寺への
避難経路を確保

路地奥に避難用扉を
設置して、お寺への
避難経路を確保

避難経路や災害活動の場など、
防災の軸となる主要な道の防災
性の向上

袋路沿道の建物の
耐震・防火改修

空き家の適正管理や利活用、
空き地を利用した防災ひろば
の整備

【エリア全体の取組】
●建物の耐震・防火改修の促進
●地域が連携した空き家対策の推進
　（適正管理・利活用・除却）
●お寺と連携した空き家対策や避難
　経路の確保等の推進

空き家や空き地が多いが、
空き家は手入れされている
（大徳寺が所有）

高齢者が多いため、
災害時の避難に不安
がある

空き家が多い

南側には抜けられる

昔なつかしい雰囲気
を感じる路地
空き家は除却された
（大徳寺が所有）

以前に火事があったが、
消防車が入れなかった

道幅が広く敷地も広い
ため、防災上の課題は
少ない

図面中の吹き出しは、防災まちるき・意見交換会でいただいた主なご意見やアイデア
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エリア計画図（④堀川通東側）

幅員 4.0ｍ以上の道
幅員 1.8ｍ以上 4.0ｍ未満の道
幅員 1.8ｍ未満の道
防災の軸となる幹線道路
袋路（突き当りが建物）
避難所
地域集合場所
防火水槽
消火栓
公園
公共施設
寺社
町界

凡　例

中宮町
（一部）

宮御所田町

東御所田町

御所田東町

新御所田町

新御所田町

京都教育大学附属
京都小学校

紫野宮西公園

復活幼稚園

北大路通

北保健
センター

北区役所

公益社

高山内科医院

紫明通

堀
川
通

油
小
路
通

新
町
通

空き家の適正管理・利活用

地域集合場所や身近な
防災活動の場等として
の公園の維持・活用

空き家が見られ、所有者
と連絡が取れないものも
ある

道幅は広く、敷地にゆとりの
ある宅地が多い

老朽化した空き家

老朽化した
ブロック塀

【エリア全体の取組】
●建物の耐震・防火改修の促進
●地域が連携した空き家対策の推進
　（適正管理・利活用・除却）

地域集合場所の
看板がない

幅員は広いが、自転車や
植木等が乱雑に置かれて
いる道が多い

地域集合場所の
看板がない

学区で唯一の
児童公園

図面中の吹き出しは、防災まちるき・意見交換会でいただいた主なご意見やアイデア
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エリア計画図（⑤堀川通西側）

幅員 4.0ｍ以上の道
幅員 1.8ｍ以上 4.0ｍ未満の道
幅員 1.8ｍ未満の道
防災の軸となる幹線道路
学区内の防災上主要な道
袋路（突き当りが建物）
地域集合場所
防火水槽
消火栓
公園
公共施設
寺社
町界

凡　例

中宮町
（一部）

宮西町

島津製作所

鞍馬口通

猪
熊
通

紫野宮西公園

玄武神社

紫明通

堀
川
通

老朽化した
ブロック塀

狭い路地

道幅は広いが
空き家が多い

土地区画整理事業が行われた
後に路地・建物が密集した区
域で、路地が入り組み、狭小
宅地が多い

玄武神社に集合した後、
猪熊通を通って小学校に
避難する

災害時に路地から堀川通へ
抜けられる避難経路がある
と良い（京都銀行へ要望）

避難経路や災害活動の場など、
防災の軸となる主要な道の防災
性の向上

【エリア全体の取組】
■建物の耐震・防火改修の促進
■空き家の適正管理・利活用
■路地の魅力を守りつつ、建替え等が
　しやすいルールづくり
■空き地等を利用した防災広場の整備

防災性の向上に向けた
エリア全体での検討

図面中の吹き出しは、防災まちるき・意見交換会でいただいた主なご意見やアイデア

町内会での話し合い
が必要
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エリア計画図（⑥北大路通～鞍馬口通）

幅員 4.0ｍ以上の道
幅員 1.8ｍ以上 4.0ｍ未満の道
幅員 1.8ｍ未満の道
防災の軸となる幹線道路
学区内の防災上主要な道
袋路（突き当りが建物）
袋路（突き当りが塀・柵等）
袋路（突き当りが扉）
避難所
地域集合場所
防火水槽
消火栓
公園
公共施設
寺社
町界

凡　例

西野西町西部

西野西町東部

東舟岡北町

築山西町

築山北町

横路東町

横路西町

金鵄町

宮腰町

築山南町

北藤ノ森東町

北藤ノ森西町

雲林院南町

東舟岡南町

東舟岡町

藤
ノ
森
西
北
町

藤
ノ
森
東
北
町

紫野小学校

北大路通
紫野協立
診療所

雲林院

建勲北通

鞍馬口通

建勲通

船岡北通

式部診療所

紫野自治
会館

猪
ノ
熊
通

大
宮
通大

徳
寺
通船

岡
東
通

智
恵
光
院
通

駐車場に抜ける避難
経路ができると良い

地域集合場所の看板が
破損している

長屋が建ち並ぶ雰囲気の良い路地
だが、空き家が多く、老朽化して
危険な状態のものもある

曲がりくねった狭い袋路
（以前に類焼火災あり）

空き家が多い

直角に折れ曲がった袋路で
車が曲がりにくい

今は空き家はないが、
建替えができない幅員
の狭い路地

建替え等が困難な狭い路地が
密集する区域で、袋路や老朽
化したブロック塀も多い

災害時に通れなくなる
恐れがある

地域集合場所まで遠い人が
おり，場所の見直し検討の
余地あり

通学路沿いに
古い空き家が
あり危険

元お風呂やさんの
煙突が老朽化して
おり危険

普段よく通る道で
あり、防災上重要
な道としたい

ほとんどが空き家で
老朽化しており危険

建替えができない幅員の
狭い袋路で，路地奥には
老朽化した空き家がある

古い町家が残り
風情がある路地

避難経路や災害活動の場など、
防災の軸となる主要な道の防災
性の向上

【エリア全体の取組】
■建替えに合わせた路地の拡幅・安全な避難経路の確保
■路地の魅力を残しつつ建替えがしやすいルールづくり
■袋路の２方向避難の確保、始端部の防災性の向上
■路地に物を置かないなどの適正管理
■建物の耐震・防火改修の促進
■空き家の適正管理・利活用、老朽化した空き家の除却
■古いブロック塀の改善
■空き地等を利用した防災ひろばの整備

空き地を利用して建勲通
への避難経路が確保でき
ると良い

地域集合場所前の
ブロック塀が老朽
化していて危険

通り抜ける人が多いが、
狭い道で凹凸もあるため
歩きにくい

路地奥から避難経路が
確保できると良い

防災の軸となる広い道に安全に
逃げられるよう避難経路となる
道沿いの建物の防災性を向上

防災性向上に
向けたエリア
全体での検討

共同建替えなど、防災性
の向上を路地全体で検討

所有者の協力を得て
老朽化した木造家屋
を除却よく

出来ました

図面中の吹き出しは、防災まちるき・意見交換会でいただいた主なご意見やアイデア

大幅な改変には
抵抗もある

町内会への加入
を進めている
（マンション）
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エリア計画図（⑦鞍馬口通沿い）

幅員 4.0ｍ以上の道
幅員 1.8ｍ以上 4.0ｍ未満の道
幅員 1.8ｍ未満の道
防災の軸となる幹線道路
学区内の防災上主要な道
袋路（突き当りが建物）
袋路（突き当りが塀・柵等）
袋路（突き当りが扉）
避難所
地域集合場所
防火水槽
消火栓
公園
公共施設
寺社
町界

凡　例

南舟岡町

南舟岡
末広町

南舟岡町

南舟岡本町

南舟岡本町

南舟岡北町

南舟岡中町

南舟岡東町

昭和町

藤ノ森西北町

藤ノ森仲町

宮腰町

山元北町

紫野小学校

鞍馬口
通

建勲通

エムジー
鞍馬口

船岡温泉
（文化財）

船岡南通

船
岡
東
通

千
本
通

智
恵
光
院
通

鞍馬口通から学区内の主要な道に
緊急車両が進入できるよう、交差
点部の建物の耐震化・不燃化の促
進、隅切りの確保等

古い木造家屋
が多い

以前に拡幅計画
があった

古い木造家屋
（長屋）が多い

古い木造家屋
が多い

ゾーン３０を導入

土地が広いため、
建て替わりやすい

【エリア全体の取組】
●沿道の建物の耐震化・不燃化の促進
●地域が連携した空き家対策の推進
　（適正管理・利活用）

所有者の協力を得て
老朽化した木造家屋
を除却

よく
出来ました

所有者の協力を得て
空き家を改修

よく
出来ました

図面中の吹き出しは、防災まちるき・意見交換会でいただいた主なご意見やアイデア
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コスモ紫野

北舟岡町南部

南舟岡西町

南舟岡西南町

南舟岡町
南舟岡南町

南舟岡東町

南舟岡北町

南舟岡本町

南舟岡中町
南舟岡
末広町

北舟岡町
東部

北舟岡町
中部

北舟岡町西部

南舟岡東南町

藤ノ森西南町
藤ノ森東南町

藤ノ森元町藤ノ森仲町

昭和町

宮腰町

山元北町

山元南町

エリア計画図（⑧鞍馬口通の背後地）

幅員 4.0ｍ以上の道
幅員 1.8ｍ以上 4.0ｍ未満の道
幅員 1.8ｍ未満の道
防災の軸となる幹線道路
学区内の防災上主要な道
袋路（突き当りが建物）
袋路（突き当りが塀・柵等）
袋路（突き当りが扉）
避難所
地域集合場所
防火水槽
消火栓
公園
公共施設
寺社
町界

凡　例

紫野小学校

鞍馬口
通

船岡南通

エムジー
鞍馬口芦原医院

船岡山

船
岡
東
通

智
恵
光
院
通

千
本
通

老朽化した空き家や
ブロック塀が多い

北側と高低差があり
２方向避難は困難

避難用の扉があるが
開けられない状態

老朽化したブロック塀が
あり，歩行者・自転車の
通行が多く危険扉はあるが通り

抜けはできない

建替えが進んで
いる路地

宅地分譲 幅員が狭い路地が特に
入り組んでおり、狭小
宅地や空き家も多い。
敷地が狭いためセット
バックすると駐車場も
取れない

道が狭いと車が通らない
ため、静かで良い

集合場所前の路地
に面して背の高い
ブロック塀がある

空き家が多く老朽化
したものも見られ、
高齢世帯も多い

京町家が建ち
並ぶ路地

地域集合場所の
看板がない

所々、幅員
４ｍ以下

通過する車が
多い

建替えが進んで
いる路地

地域集合場所の
看板がない

所有者の協力を得て
路地奥の老朽化した
空き家を除却

古い町家が多いが
きれいに管理され
ている

きれいな京町家が
建ち並ぶが建替え
も進んでいる

路地奥に避難用扉を
設置できるとよい

袋路が多く、災害時
の避難に不安がある

道幅は広い方が良いが
広げるのは難しい

空き家が多く，
老朽化したもの
も見られる

よく
出来ました

所有者の協力を得て
老朽化したブロック
塀を改善

よく
出来ました

勾配が急な階段

防災性の向上に向けた
エリア全体での検討

【エリア全体の取組】
■建替えに合わせた路地の拡幅・安全な避難経路の確保
■路地の魅力を残しつつ建替えがしやすいルールづくり
■袋路の２方向避難の確保、始端部建物の防災性の向上
■路地に物を置かないなどの適正管理
■建物の耐震・防火改修の促進
■空き家の適正管理・利活用、老朽化した空き家の除却
■古いブロック塀の改善
■空き地等を利用した防災ひろばの整備

避難経路や災害活動の場など、
防災の軸となる主要な道の防災
性の向上

避難経路や災害活動の場など、
防災の軸となる主要な道の防災
性の向上

図面中の吹き出しは、防災まちるき・意見交換会でいただいた主なご意見やアイデア

路地奥に避難用扉を
設置できると良い

隣家と協定を結び、
災害時に通り抜けが
できるようにしては
どうか
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エリア計画図（⑨紫明通南側）

幅員 4.0ｍ以上の道
幅員 1.8ｍ以上 4.0ｍ未満の道
幅員 1.8ｍ未満の道
防災の軸となる幹線道路
学区内の防災上主要な道
袋路（突き当りが建物）
袋路（突き当りが塀・柵等）
袋路（突き当りが扉）
避難所
地域集合場所
防火水槽
消火栓
公園
公共施設
寺社
町界

凡　例
宮東町

京都教育大学附属
京都小学校

善明院

妙覚寺

鞍馬口通

紫明通

紫野宮西公園
堀
川
通

小
川
通

狭い路地沿い
に老朽化した
ブロック塀が
あり危険

建替えにより敷地後退
が進んでいる

避難経路や災害活動の場など、
防災の軸となる主要な道の防災
性の向上

防災性の向上に向けた
エリア全体での検討

【エリア全体の取組】
■建物の耐震・防火改修の促進
■地域が連携した空き家対策の推進（適正管理・利活用）
■路地の雰囲気を守りつつ、建替えがしやすいルールづくり
■空き地等を利用した防災ひろばの整備

地域集合場所の
看板がない

鞍馬口通より北側は路地が
少なく、新しい建物も多い

幅員の狭い路地や袋路が多く、
狭小宅地や古い木造家屋も多い

路地奥に避難用扉を設置
できると良いが、学区が
異なるため、隣接学区と
連携が必要

路地奥に避難用扉を
設置できると良い

図面中の吹き出しは、防災まちるき・意見交換会でいただいた主なご意見やアイデア
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西野西町西部

西野西町東部

東舟岡町

東舟岡南町

北藤ノ森西町

宮腰町
北舟岡町東部

北舟岡町中部

北舟岡町西部

紫野小学校

船岡山

楽只小学校

船岡山公園

建勲神社

船岡北通

船岡南通

北大路通

紫野協立
診療所

船
岡
東
通千

本
通

敷地にゆとりがあり、
緑豊かな宅地が多い

敷地にゆとりがあり、
緑豊かな宅地が多い

空き家が増えている

船岡山に向かって
上り勾配の階段の
路地（手摺りあり）

船岡山に向かって
上り勾配の階段の
路地（手摺りなし）

船岡山に向かって
上り勾配の路地
（手摺りあり）

地域連携型空き家流通促進事業
により流通・活用された空き家

よく
出来ました

歩行者・自転車の通行
が多いが、老朽化した
ブロック塀があり危険

以前に大雨の際に
土砂崩れが発生

大雨時に土砂災害
の発生が懸念

大雨時に土砂災害の
発生が懸念される

路地奥の扉を改修すれば
北大路通に避難できそう

側溝に枯葉が溜り、大雨
時には道路に水が溢れる

急勾配の階段のため，
町内で手摺りを設置

【エリア全体の取組】
■手摺りの設置などのバリアフリー化
　による安全な避難経路の確保
■建物の耐震・防火改修の促進
■空き家の適正管理・利活用

土砂災害に対する情報伝達や
要配慮者の避難誘導体制の確立

急勾配の階段で、
手摺りがなく危険

エリア計画図（⑩船岡山周辺）

幅員 4.0ｍ以上の道
幅員 1.8ｍ以上 4.0ｍ未満の道
幅員 1.8ｍ未満の道
防災の軸となる幹線道路
学区内の防災上主要な道
袋路（突き当りが建物）
袋路（突き当りが塀・柵等）
袋路（突き当りが扉）
避難所
地域集合場所
防火水槽
消火栓
公園
公共施設
寺社
町界

凡　例

図面中の吹き出しは、防災まちるき・意見交換会でいただいた主なご意見やアイデア
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